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Ⅲ．研究報告・講演資料  
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１．研究報告 

＜講演会＞ 

第１回 薬害資料調査のための会合について 
２０１３年度８月２４日（土）１３：３０～１５：３０ 
場所：厚生労働省共用第６会議室 
講演：資料保管の重要性及び方法等の基礎的な知識 
講師：法政大学大原社会問題研究所、准教授金慶南 
対象：被害者団体２３名 

＜講演会＞ 

第２回 薬害資料調査のための会合について 
２０１4 年度８月２4 日（日）１6：0０～１8：0０ 
場所：厚生労働省共用第５会議室 
講演：薬害資料に関する調査・管理・活用等について 
講師：法政大学大原社会問題研究所、准教授金慶南 
対象：被害者団体２３名 

＜報告会＞ 

第 12 回 薬害を学び再発を防止するための教育に関する検討会 
2013 年 10 月 01 日（火）１４：００～１６：００ 
場所：厚生労働省 6 階専用第 23 会議室 
講演：薬害資料等の調査・管理・活用に関する研究 
講師：法政大学大原社会問題研究所、准教授金慶南  

（説明：訴訟団体事務所の調査目的、学習院大学大学院アーカイブズ学専攻 
博士後期課程 齋藤柳子）   

対象：教育委員、一般人 

＜報告会＞ 

第 13 回 薬害を学び再発を防止するための教育に関する検討会 
2014 年 11 月 18 日（火）１6：００～１８：００ 
場所：厚生労働省 6 階専用第 23 会議室 
報告：薬害資料等の調査・管理・活用等に関する研究 
講師：法政大学大原社会問題研究所、准教授金慶南  

（説明：薬害を学び再発を防止するための教育、学習院大学大学院アーカイブズ学専攻 
博士後期課程 齋藤柳子） 

対象：教育委員、一般人 

＜研究会＞ 

第６回 環境・市民活動資料アーカイブズ資料整理研究会（共同：薬害資料整理研究会） 
日 時：2013 年 9 月 18 日（水） 
場 所：法政大学多摩校舎・大原社会問題研究所会議室 
報告者：栗原敦（京都・島根ジフテリア予防接種禍事件研究会・MMR（新 3 種混合ワクチ 

ン）被害児を救済する会） 
題 名：強制予防接種の薬害―行政資料等の現況と課題― 
報告者：橋本陽（法政大学大原社会問題研究所 RA） 
題 名：「サリドマイド関連資料」の「分類」について 

 
第７回 環境・市民活動資料アーカイブズ資料整理研究会（共同：薬害資料整理研究会） 
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日 時：2014 年 1 月 24 日（金） 
場 所：法政大学市ヶ谷校舎・ボアソナードタワー5 階 507 教室 
報告者：金慶南（法政大学准教授） 
題 名：「旧市民活動サービスコーナー」資料群の概要と今後の課題 
報告者：大町麻衣（環境アーカイブズ臨時職員） 
題 名：ミニコミ資料類の整理実務 
報告者：北川洋子（環境アーカイブズ臨時職員） 
題 名：書籍類の整理実務 
報告書：金慶南・齋藤柳子（学習院大学・アーカイブズ学専攻博士後期課程） 
題 名：現用記録管理の現状と課題―薬害資料を中心に 
 
第 8 回 環境・市民活動資料アーカイブズ資料整理研究会（共同：薬害資料整理研究会） 
日 時：2014 年８月 26 日（火曜） 
場 所：法政大学市ヶ谷キャンパス、ボアソナードタワー25 階 C会議室 
報告者：斎藤柳子氏（学習院大学・アーカイブズ学専攻博士後期課程） 
題 名：アートプロジェクトにおける記録管理のしくみ 
報告者：石原一則氏（日本アーカイブズ学会会長） 
題 名：神奈川県におけるハンセン病資料の整理と公開 

 
第 9 回 環境・市民活動資料アーカイブズ資料整理研究会（共同：薬害資料整理研究会） 
日 時：2015 年１月 29 日（火曜） 
場 所：大阪薬害被害者連絡協議会・会議室 
報告者：栗原敦氏（ＭＭＲ事務局長） 
題 名：薬害関係行政資料をどうするか？ 
報告者：花井十伍（薬害被害者団体連絡会、代表） 
題 名：薬害資料館に対する被害者の思い 

 
※ 第 6 回・第 7 回・第 8 回・第 9 回は薬害資料整理研究会との合同企画 
 

 
  



２． 講演資料

2013 年

 
 
 

 
 

 
 

 

講演資料 

年 10 月 1 日  配布資料：第配布資料：第 12 回 薬害を学び再発を防止するための教育に関する検討会
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平成 25 年度厚生労働科学研究費補助金
薬害に関する資料等の調査・管理・活用等に関する研究

訴訟団体事務所の調査目的
 
１． 薬害被害「５つの願い」を実現するために、必要情報の内容と目的を把握する。

① 被害の現況と原状回復に至る過程の記録を
② 真実を解明するために、該当する医療情報を
③ 国や製薬会社に謝罪を求めるために、被害者情報を述べた資料を
④ 国、行政機関、医療機関へ損害賠償を求めるため、被害者個人情報を
⑤ 再発防止のため、情報を
 

２． 何の情報資料を、いつ、どの地点で入手しまたは作成し、活用し、何を長期保存するのか明ら
かにするため、レコードマネジメント手法を導入する。
 
健康→病気→診察→治療・服用→薬害／軽い→回復または後遺症
                 
各ステップで、以下４点を明らかにする。
・入手先／入手年月
・資料名
 

３． 具体的調査：
[観察&
保管場所／形態（大きさ）／媒体種類／保有量／内容／点数／資料群名
 

 

年度厚生労働科学研究費補助金
薬害に関する資料等の調査・管理・活用等に関する研究

訴訟団体事務所の調査目的

薬害被害「５つの願い」を実現するために、必要情報の内容と目的を把握する。
被害の現況と原状回復に至る過程の記録を
真実を解明するために、該当する医療情報を
国や製薬会社に謝罪を求めるために、被害者情報を述べた資料を
国、行政機関、医療機関へ損害賠償を求めるため、被害者個人情報を
再発防止のため、情報を

何の情報資料を、いつ、どの地点で入手しまたは作成し、活用し、何を長期保存するのか明ら
かにするため、レコードマネジメント手法を導入する。

康→病気→診察→治療・服用→薬害／軽い→回復または後遺症
                 
各ステップで、以下４点を明らかにする。
・入手先／入手年月
・資料名 ・保管状況

具体的調査：2013
&撮影]： 

保管場所／形態（大きさ）／媒体種類／保有量／内容／点数／資料群名

年度厚生労働科学研究費補助金
薬害に関する資料等の調査・管理・活用等に関する研究

訴訟団体事務所の調査目的 

薬害被害「５つの願い」を実現するために、必要情報の内容と目的を把握する。
被害の現況と原状回復に至る過程の記録を
真実を解明するために、該当する医療情報を
国や製薬会社に謝罪を求めるために、被害者情報を述べた資料を
国、行政機関、医療機関へ損害賠償を求めるため、被害者個人情報を
再発防止のため、情報を

何の情報資料を、いつ、どの地点で入手しまたは作成し、活用し、何を長期保存するのか明ら
かにするため、レコードマネジメント手法を導入する。

康→病気→診察→治療・服用→薬害／軽い→回復または後遺症
                 
各ステップで、以下４点を明らかにする。
・入手先／入手年月 ・作成者／作成年月

・保管状況 

2013 年 9 月 30

保管場所／形態（大きさ）／媒体種類／保有量／内容／点数／資料群名

年度厚生労働科学研究費補助金 法政大学金慶南研究室
薬害に関する資料等の調査・管理・活用等に関する研究

薬害被害「５つの願い」を実現するために、必要情報の内容と目的を把握する。
被害の現況と原状回復に至る過程の記録を
真実を解明するために、該当する医療情報を
国や製薬会社に謝罪を求めるために、被害者情報を述べた資料を
国、行政機関、医療機関へ損害賠償を求めるため、被害者個人情報を
再発防止のため、情報を開示する。

何の情報資料を、いつ、どの地点で入手しまたは作成し、活用し、何を長期保存するのか明ら
かにするため、レコードマネジメント手法を導入する。

康→病気→診察→治療・服用→薬害／軽い→回復または後遺症
                 ／重い→死亡
各ステップで、以下４点を明らかにする。

・作成者／作成年月

30 日（月）

保管場所／形態（大きさ）／媒体種類／保有量／内容／点数／資料群名
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法政大学金慶南研究室
薬害に関する資料等の調査・管理・活用等に関する研究

薬害被害「５つの願い」を実現するために、必要情報の内容と目的を把握する。
被害の現況と原状回復に至る過程の記録を作成
真実を解明するために、該当する医療情報を入手
国や製薬会社に謝罪を求めるために、被害者情報を述べた資料を
国、行政機関、医療機関へ損害賠償を求めるため、被害者個人情報を

する。 

何の情報資料を、いつ、どの地点で入手しまたは作成し、活用し、何を長期保存するのか明ら
かにするため、レコードマネジメント手法を導入する。

康→病気→診察→治療・服用→薬害／軽い→回復または後遺症
／重い→死亡

各ステップで、以下４点を明らかにする。 
・作成者／作成年月  

日（月） 13:00～ 

保管場所／形態（大きさ）／媒体種類／保有量／内容／点数／資料群名

      

法政大学金慶南研究室 
薬害に関する資料等の調査・管理・活用等に関する研究 

学習院大学大学院アーカイブズ学専攻

薬害被害「５つの願い」を実現するために、必要情報の内容と目的を把握する。
作成する。 
入手し、原因を突き止める。

国や製薬会社に謝罪を求めるために、被害者情報を述べた資料を
国、行政機関、医療機関へ損害賠償を求めるため、被害者個人情報を

何の情報資料を、いつ、どの地点で入手しまたは作成し、活用し、何を長期保存するのか明ら
かにするため、レコードマネジメント手法を導入する。 

康→病気→診察→治療・服用→薬害／軽い→回復または後遺症
／重い→死亡 

 薬害○○弁護士事務所

保管場所／形態（大きさ）／媒体種類／保有量／内容／点数／資料群名

 

学習院大学大学院アーカイブズ学専攻
博士後期課程

薬害被害「５つの願い」を実現するために、必要情報の内容と目的を把握する。

し、原因を突き止める。
国や製薬会社に謝罪を求めるために、被害者情報を述べた資料を作成
国、行政機関、医療機関へ損害賠償を求めるため、被害者個人情報を

何の情報資料を、いつ、どの地点で入手しまたは作成し、活用し、何を長期保存するのか明ら

康→病気→診察→治療・服用→薬害／軽い→回復または後遺症 

薬害○○弁護士事務所

保管場所／形態（大きさ）／媒体種類／保有量／内容／点数／資料群名

平成 25 年
学習院大学大学院アーカイブズ学専攻

博士後期課程 

薬害被害「５つの願い」を実現するために、必要情報の内容と目的を把握する。 

し、原因を突き止める。 
作成する。 

国、行政機関、医療機関へ損害賠償を求めるため、被害者個人情報を作成する。

何の情報資料を、いつ、どの地点で入手しまたは作成し、活用し、何を長期保存するのか明ら

薬害○○弁護士事務所 

保管場所／形態（大きさ）／媒体種類／保有量／内容／点数／資料群名 

年 10 月 1 日
学習院大学大学院アーカイブズ学専攻

 齋藤柳子

 

する。 

何の情報資料を、いつ、どの地点で入手しまたは作成し、活用し、何を長期保存するのか明ら

 

日 
学習院大学大学院アーカイブズ学専攻 

齋藤柳子 

何の情報資料を、いつ、どの地点で入手しまたは作成し、活用し、何を長期保存するのか明ら
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